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A．研究目的 
 臓器提供推進と肝移植の成績向上 
 
B．研究方法 
 １）臓器提供数を増やすための海外での
取り組みの関する情報を収拾する。自国内
で臓器提供を解決すべきという原則を日本
に紹介する。 
２）抗体関連拒絶の診療に関する情報を収
集し、女子医大での取り組みを国際学会で
発表し議論を重ねる。 
３）カルシニュリン阻害薬の合併症を軽減
する免疫抑制療法の開発について文献およ
び学会での情報収集。 
 
（倫理面への配慮） 
抗体関連拒絶脱感作療法は臨床研究法に則
り実施されている。 
 
C．研究結果 
１）マドリッドで開催された TTS に参加し
て、開催中に発布されたイスタンブール宣
言 2018 年改定版の日本語訳を作成し、移植
学会のホームページに掲載した。 
２）TTS（スペイン：マドリッド）と ATC

（米国：シアトル）に参加して、自験例を発
表した。感作症例を術前に脱感作して移植
に持ち込む発表は日本のみで試みられてい
る。生体肝移植が主流の日本では臓器提供
者が家族であることが多く、患者が女性の
場合妊娠により感作される背景があること
がわかった。 
３）移植直後のカルシニュリン阻害薬によ
る腎障害を軽減させる為に、IL−２リセプタ
ー阻害薬の使用が推奨されている。 
 
D．考察 
１）2018 年は脳死臓器提供が 68 例にとど
まり、昨年より減少した。国の調査では 50
歳未満の60％が自身が脳死状態になった際
には臓器提供を希望しているという結果で
あった。救急現場に提供の意思が生かされ
ないシステムエラーがあると示唆された。
江川が分担研究者である厚労科研横田班で
この研究が実施されている。その成果が期
待される。 
２）現在、AMED 江川班で前向きにリツキ
サンを使用した脱感作と治療の臨床研究が
実施されている。 
 近年、抗体関連拒絶の治療法は目覚しい発

研究要旨  臓器提供推進と肝移植の成績向上 
１）臓器提供数を増やす事が必須である。50 歳未満の 60％の日本人が脳死状態になった
際には臓器提供を希望している状況で臓器提供数が少ないのは、救急現場に提供の意思が
生かされないシステムエラーがあると示唆された。 
２）抗体関連拒絶は全臓器において未開拓分野である。生体肝移植が主流の日本では臓器
提供者が家族であることが多く、患者が女性の場合妊娠により感作され重篤な抗体関連拒
絶に陥る。AMED 江川班で前向きにリツキサンを使用した脱感作と治療に関する臨床研
究が実施されている。 
３）カルシニュリン阻害薬の合併症を軽減する為に、IL−２リセプター阻害薬の適応拡大
を行政に働きかけることが必要である。 
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展があった。B 細胞や形質細胞に対する抗
体だけでなく、補体制御薬や抗体そのもの
を瞬時に破壊する薬剤の臨床研究が報告さ
れていた。近い将来、それらの薬剤の組合せ
で抗体関連拒絶が克服されるであろう。 
３）移植学会から行政に対して IL−２リセ
プター阻害薬の適応拡大を働きかけること
が必要である。 
 
E．結論 
 安全性の高い免疫抑制療法開発が重要で
ある。 
 
F．健康危険情報 
 なし 
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２．学会発表 
国際学会 

1. Egawa H. Single Center 
Experience of Desensitization for 
Preformed HLA-Related Donor 
Specific Antibody in Living Donor 
Liver Transplantation ATC 
Seattle USA, June 4, 2018 

2. Egawa H. Single Center 
Experience of Desensitization for 
Preformed HLA-Related Donor 
Specific Antibody in Living Donor 
Liver Transplantation TTS 
Madrid Spain July 2, 2018 

3. Egawa H. ABO-incompatible 
Liver Transplantation challenge 
to routine IHPBA  World 
Congress Geneva Switzerland,  
September 4－7, 2018 

4. Egawa H. Split-liver 
transplantation in Asia 6th ELITA 
Split Liver Course, Ghent, 
September 9 2018  

5. Egawa H. Split-liver 
transplantation and LDLT ELITA 
Split Liver Course, Ghent, 
September 9 2018  

6. Egawa H.  Left Lobe Harvest S1-
/+ Transplant Network Congress 
Antalya, Turkey October 15~20, 
2018 

7. Egawa H.  Organ Donation and 
Transplantation in Japan. Global 
Health Diplomacy to Combat 
Transplant Related Crimes. 
Antalya, Turkey October 15~20, 
2018 

8. Egawa H. Updated of DOI  
and ethical challenges in organ 
transplantation in Asia. ATW 
Vital Link Symposium Pusan  
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Korea November 8th 2018 
9. Egawa H. Too sick to be 

transplanted – What is futile 
LDLT International Symposium 
for Communication 5000 LDLTs 
at AMC Seoul December1, 2018 

 
国内 

1. 赤松延久、嶋村剛、江川裕人、他。
HCC に対する生体肝移植-ミラノ基準
外症例の保険適応に向けた新基準の
提言 第 36 回日本肝移植研究会 
2018 年 5 月 2５日東京 

2. 江川裕人 肝移植診療の今後の展望 
ワークショップ９ 第 54 回日本肝
臓学会 2018 年 6 月 15 日大阪 

3. 江川裕人 移植医から見た臓器移植 
第 77 回日本脳神経外科学会 2018
年 10 月 12 日仙台 

4. 江川裕人 Trends of liver 
transplantation in the world 第 80
回日本臨床外科学会総会 2018 年 11
月２２日～24 日 東京  

 
H．知的財産権の出願・登録状況（予定を含
む。） 
 １．特許取得 
  なし 
 ２．実用新案登録 
  なし 
 ３．その他 

   
 


